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二
0
0
八
年
七
月
、
清
華
大
学
は
約
二
四

0
0
枚
の
竹
簡
を
入

手
し
た
。
竹
簡
に
は
、
郭
店
楚
簡
や
上
博
楚
簡
な
ど
と
同
様
に
楚

系
文
字
に
よ
る
記
述
が
見
ら
れ
、
鑑
定
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
竹
簡

は
紀
元
前
三

0
五
年
土
三
十
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
後
、
竹
簡
に
対
す
る
整
理
・
釈
読
作
業
が
進
め
ら
れ
、
そ
の

中
に
、
お
お
よ
そ
六
十
三
篇
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
二

0
1
0年
十
二
月
に
は
、
竹
簡
の
図
版
と
釈

文
と
を
収
め
た
第
一
分
冊
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
（
以

下
、
清
華
簡
）
が
刊
行
さ
れ
、
に
わ
か
に
中
国
国
内
外
の
多
く
の

研
究
者
の
注
目
を
集
め
た
。
第
一
分
冊
に
は
、
『
尚
書
』
や
『
逸
周

書
』
関
連
の
八
文
献
と
、
楚
の
歴
史
と
国
都
の
変
遷
に
関
す
る
文

献
『
楚
居
』
の
計
九
つ
の
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
新
出
土
文
献
、
清
華
簡
に
所
収
の
『
周

は
じ
め
に

中
国
研
究
集
刊
蜆
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
ニ
―
三
ー
ニ
ニ
八
頁

（
金
謄
）
』

武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
朦
）
』
（
以
下
、
清
華
簡
『
金

膝
』
）
を
取
り
上
げ
（
注
l
)

、
今
本
『
尚
書
』
金
謄
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
従
来
、
未
解
決
と
な
っ
て
い
た
字
句
の
問
題
を
検
討
し
、

あ
わ
せ
て
本
文
献
の
思
想
史
的
特
質
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を

行
い
た
い
。

（
一
）
書
誌
情
報

ま
ず
、
本
篇
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
、
整
理
者
劉
国
忠
の
「
説

明
」
に
従
っ
て
記
す
。

竹
簡
枚
数
は
合
計
十
四
簡
。
三
道
編
線
で
あ
り
、
完
簡
の
長
さ

は
約
四
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
内
、
第
八
簡
と
第
十
簡
の

上
端
は
、
ど
ち
ら
も
一
部
欠
損
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
字
分

を
損
失
し
て
い
る
。
竹
簡
の
背
面
に
は
竹
簡
の
順
番
を
示
す
番
号

一
、
釈
読

清
華
簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志

の
思
想
史
的
特
質

金

城

未

来
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釈
文

が
附
さ
れ
て
い
る
（
番
号
は
、
竹
節
部
に
記
さ
れ
る
）
。
第
十
四
簡

の
背
面
下
部
に
は
篇
題
「
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
」

が
見
え
る
。

（
二
）
清
華
簡
『
金
膝
』
の
内
容

次
に
、
本
篇
の
内
容
を
示
す
。
な
お
「
釈
文
」
は
、
原
釈
文
と

先
行
研
究
と
を
参
考
に
、
筆
者
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
参
考
文

凡
例

•
【
】
は
竹
簡
番
号
を
示
し
、
ま
た
〈
〉
内
の
数
字
は
語
注
番
号

を
示
す
。

•
「
=
」
は
重
文
あ
る
い
は
合
文
記
号
を
、
「
一
」
は
墨
釘
を
、
「

L

」

は
墨
鉤
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
。

•
口
は
、
文
字
の
欠
損
し
た
箇
所
を
表
す
。

•
「
釈
文
」
は
旧
字
体
で
記
し
、
「
訓
読
」
以
下
の
記
述
に
つ
い
て

は
、
新
字
体
（
常
用
字
体
）
に
改
め
た
。

．
〔
〕
部
分
は
、
筆
者
が
文
意
を
捉
え
る
上
で
、
適
宜
補
っ
た
箇

所
で
あ
る
。

•
「
語
注
」
に
見
え
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
本
稿
末
の

献
」
に
附
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
対
応
す
る
。

武
王
既
克
盤
（
殷
）
三
〈
一
〉
、
王
不
捺
（
豫
）
有
巨
（
遅
）
〈
二
〉

0

二
公
告
周
公
日
「
我
其
為
王
穆
卜
」
〈
三
〉
。
周
公
日
「
未
可
以
【

1
】

感
（
戚
）
吾
先
王
」
〈
四
〉
。
周
公
乃
為
三
坦
（
壇
）
同
盆
（
渾
）
〈
五
〉
ヽ

為
一
坦
（
壇
）
於
南
方
―
。
周
公
立
女
一
（
焉
）
、
乗
璧
青
（
戴
）
珪

〈
六
〉
。
史
乃
冊
【
2
】
祝
告
先
王
日
「
爾
元
孫
肢
也
ー
〈
七
〉
、
翰
（
邁
）

違
（
害
）
虞
（
虐
）
疾
〈
八
〉
。
爾
母
乃
有
備
（
不
＿
）
子
之
責
在
上

l

g
。
惟
爾
元
孫
務
也

I

〈-
9
【
3
】
、
不
若
旦
也

l

、
是
年
（
侯
）

若
巧
能
〈
一
ー
〉
、
多
オ
―
多
藝
-
‘
能
事
鬼
神
。
命
干
帝
廷
、
専
（
博
）

有
四
方
、
以
莫
（
定
）
爾
子
【
4
】
孫
干
下
堅
（
地
）
―

0

二〉
0

爾
之
許
我
_
-
（
我
、
我
）
則
暦
（
晉
）
璧
輿
珪
〈
一
三
〉
。
爾
不
我
許
、

我
乃
以
璧
輿
珪
過
（
帰
）
—
」
〈
一
四
〉
。
周
公
乃
納
其
【
5
】
所
為
社

（
功
）
自
以
代
王
之
説
―
干
金
紋
（
膝
）
之
直

I

〈
一
き
‘
乃
命
執

事
人
日
「
勿
敢
言
一
」
〈
一
さ
。
亜
（
就
）
後
武
王
力
（
直
）
＿
〈
一
七
〉

0

成
王
猶
【

6
】
喫
（
幼
）
在
位
、
管
叔
及
其
黎
兄
弟
〈
一
八
〉
乃
流

言
干
邦
日
「
公
将
不
利
於
濡
子
一
」
。
周
公
乃
告
二
公
日
「
我
之
【
7
】

ロ
ロ
ロ
ロ
〈
一
九
〉
亡
以
復
見
於
先
王
」
。
周
公
石
（
宅
）
東
三
年
〈
二
0

〉ヽ

禍
人
乃
斯
畏
（
得
）
〈
ニ
ー
〉
o

於
後
一
周
公
乃
逍
王
詩
。
【

8
】
日
『
周

（
離
）
鶉
』
〈
二
ニ
〉
。
王
亦
未
逆
公
。

是
歳
也

I

、
棘
（
秋
）
大
笞
（
熟
）
＿
、
未
餃
（
穫
）
、
天
疾
風

以
雷
〈
二
三
〉
、
禾
斯
畏
（
慨
）
、
大
木
斯
威
（
抜
）
〈
二
四
〉
°
邦
人
【
9
】

ロ
ロ
ロ
ロ
兌
（
弁
）

I

、
夫
―
―
（
大
夫
）
統
（
練
）
＿
〈
二
五
〉
、
以

啓
金
絵
（
謄
）
之
園
―
。
王
嬰
（
得
）
周
公
之
所
自
以
為
社
（
功
）
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以
代
武
王
之
説
―
。
王
問
執
【

10
】
事
人
、
日
「
信
。
殴
（
應
）
、

公
命
我
勿
敢
言
一
」
〈
二
六
〉
。
王
捕
（
捕
）
箸
（
書
）
以
湮
（
泣
）
〈
二
七
〉

日
「
昔
公
勤
努
王
家
＿
、
惟
余
店
（
沖
）
人
亦
弗
及
【

11
】
知

I

〈ニ

八
〉
、
今
皇
天
遥
（
動
）
畏
（
威
）
、
以
章
公
應
（
徳
）
—
°
惟
余
皆

（
沖
）
人
其
親
逆
公
、
我
邦
家
證
亦
宜
之
＿
」
〈
二
と
。
王
乃
出
逆
公

【
1
2
】
至
部
（
郊
）
。
是
夕
、
天
反
風
、
禾
斯
迄
（
起
）
＿
、
凡
大

木
所
＝
（
之
所
）
咸
（
抜
）
、
二
公
命
邦
人
野
（
壺
）
復
笠
（
筑
）

之
―
。
歳
大
有
年
、
蛛
（
秋
）
【
1
3
】
則
大
妓
（
穫
）

L
o

【
14
】

訓
読武

王
既
に
殷
に
克
ち
て
三
年
、
王
予
か
ら
ず
し
て
遅
有
り
。

二
公
周
公
に
告
げ
て
日
く
「
我
其
く
は
王
の
為
に
穆
卜
せ
ん
」

う
ご

と
。
周
公
日
く
「
未
だ
以
て
吾
が
先
王
を
戚
か
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

周
公
乃
ち
三
壇
を
為
り
渾
を
同
じ
く
し
、
一
壇
を
南
方
に
為
る
。

ぉ

こ
こ

周
公
焉
に
立
ち
、
璧
を
乗
り
珪
を
戴
く
。
史
乃
ち
冊
も
て
祝
し
て

ぁ

先
王
に
告
げ
て
日
く
「
爾
の
元
孫
発
や
、
害
虐
の
疾
に
邁
う
。
爾

ひ

し

な

か

こ

不
一
子
の
責
を
上
に
有
す
る
こ
と
母
乃
れ
。
惟
れ
爾
の
元
孫
発
や
、

ま
こ
と

旦
の
是
に
倭
に
し
て
巧
能
、
多
オ
多
芸
に
し
て
、
能
＜
鬼
神
に
事

ほ

ゆ

う

う
る
に
若
か
ず
。
帝
廷
に
命
ぜ
ら
れ
、
四
方
を
浦
有
し
、
以
て
爾

も

の
子
孫
を
下
地
に
定
む
。
爾
之
し
我
を
許
さ
ば
、
我
則
ち
璧
と

す
す

珪
と
を
晋
め
ん
。
爾
我
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
我
乃
ち
璧
と
珪
と
を

以
て
帰
せ
ん
」
と
。
周
公
乃
ち
其
の
功
と
為
り
自
ら
以
て
王
に
代

わ
る
所
の
説
を
金
脈
の
匪
に
納
め
、
乃
ち
執
事
人
に
命
じ
て
日
＜

お

わ

よ

ろ

「
敢
え
て
言
う
こ
と
勿
か
れ
」
と
。
就
り
て
後
武
王
直
し
。

成
王
猶
お
幼
く
し
て
在
位
し
、
管
叔
及
び
其
の
群
兄
弟
乃
ち

邦
に
流
言
し
て
日
く
「
公
将
に
播
子
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
」
と
。

周
公
乃
ち
二
公
に
告
げ
て
日
く
「
我
之
し
〔
ロ
ロ
ロ
□
：
言
を
辟

け
ざ
れ
ば
、
我
〕
以
て
復
た
先
王
に
見
ゆ
る
こ
と
亡
か
ら
ん
」
と
。

お

こ

と

ご

と

周
公
東
に
宅
る
こ
と
三
年
、
禍
人
乃
ち
斯
く
得
。
後
に
周
公
乃

お

く

む

か

ち
王
に
詩
を
遺
る
。
『
離
鶉
』
と
日
う
。
王
亦
た
未
だ
公
を
逆
え

ず。
是
の
歳
や
、
秋
大
い
に
熟
す
る
も
、
未
だ
穫
ら
ざ
る
に
、
天

疾
風
し
て
以
て
雷
す
れ
ば
、
禾
斯
＜
堰
し
、
大
木
斯
く
抜
く
。

邦
人
〔
ロ
ロ
ロ
ロ
：
大
い
に
恐
れ
、
王
口
〕
弁
し
て
、
大
夫
練
し
、

以
て
金
謄
の
厘
を
啓
く
。
王
周
公
の
自
ら
以
て
功
と
為
り
以
て
武

そ
も
そ
も

王
に
代
わ
る
所
の
説
を
得
。
王
執
事
人
に
問
え
ば
、
日
く
「
信
。
暗
、

公
我
に
敢
え
て
言
う
勿
か
れ
と
命
ず
る
な
り
」
と
。
王
書
を
捕

り
て
以
て
泣
し
て
日
く
「
昔
公
王
家
に
勤
労
す
る
も
、
惟
れ
余

沖
人
亦
た
知
る
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
今
皇
天
威
を
動
か
し
、
以
て

あ

ら

わ

ま

さ

み

ず

か

も

カ

公
の
徳
を
章
す
。
惟
れ
余
沖
人
其
に
親
ら
公
を
逆
え
、
我
が
邦
家む

か

の
礼
も
亦
た
之
れ
に
宜
し
く
せ
ん
」
と
。
王
乃
ち
出
で
て
公
を
逆

う
る
に
郊
に
至
る
。
是
の
夕
、
天
風
を
反
す
れ
ば
、
禾
斯
く
起

ち
、
凡
そ
大
木
の
抜
く
る
所
は
、
二
公
邦
人
に
命
じ
て
尽
く
復
た

み
の
り

之
れ
を
築
か
し
む
。
歳
大
い
に
年
有
り
、
秋
則
ち
大
い
に
穫
す
。

(215) 



現
代
語
訳

武
王
が
す
で
に
殷
に
勝
っ
て
か
ら
三
年
の
後
に
、
（
王
は
）
病
に

か
か
り
、
な
か
な
か
回
復
し
な
か
っ
た
。
〔
そ
こ
で
〕
二
公
（
太
公

望
と
召
公
爽
）
は
、
周
公
旦
に
対
し
て
「
わ
た
く
し
ど
も
は
、
王

の
た
め
に
慎
ん
で
占
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
告
げ
た
。
〔
す
る
と
〕

周
公
旦
は
「
ま
だ
我
が
先
王
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
答
え
た
。
周
公
旦
は
そ
こ
で
三
つ
の
祭
壇
を
作
り
地
を
除
い
て

同
じ
〔
高
さ
〕
に
し
、
〔
ま
た
別
に
〕
―
つ
の
祭
壇
を
南
方
に
作
っ

た
。
〔
そ
う
し
て
〕
周
公
は
こ
れ
（
南
方
の
祭
壇
）
に
立
ち
、
璧
を

と
っ
て
珪
（
三
角
形
に
尖
っ
た
玉
器
）
を
置
い
た
。
史
官
は
、
そ

こ
で
冊
書
を
読
ん
で
祈
り
、
先
王
に
告
げ
て
言
う
に
は
、
「
あ
な
た

や
ま
い

方
の
長
孫
で
あ
る
発
（
武
王
）
は
、
災
い
虐
げ
ら
れ
る
疾
に
遭
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
方
は
、
天
子
の
責
務
を
天
に
負
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
あ
な
た
方
の
長
孫
で
あ
る
発
は
、
旦
が
優

れ
た
才
能
を
有
し
、
多
才
多
芸
で
あ
り
、
鬼
神
に
事
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
及
び
ま
せ
ん
。
〔
し
か
し
、
発
は
〕
天
帝
の
宮
廷
に
命

ぜ
ら
れ
て
〔
王
位
に
つ
き
〕
、
四
方
の
国
々
を
遍
く
所
有
し
て
、
そ

う
し
て
あ
な
た
方
の
子
孫
を
地
上
に
安
住
さ
せ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
方
が
、
も
し
、
わ
た
く
し
〔
（
周
公
）
が
王
の
代
り
に
な
る
こ
と
〕

を
お
許
し
下
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
く
し
は
璧
と
珪
と
を
献
上

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
方
が
、
わ
た
く
し
を
お
許
し
に
な
ら

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
く
し
は
逆
に
璧
と
珪
と
を
献
上
せ
ず
に

〔
そ
の
ま
ま
で
〕
お
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
周
公
旦
は
、
そ
こ
で
自

ら
武
王
の
身
代
わ
り
と
な
る
こ
と
を
記
し
た
文
書
を
、
金
の
ひ
も

で
封
じ
た
箱
に
納
め
、
侍
者
に
命
じ
て
「
〔
こ
の
こ
と
を
〕
決
し
て

他
言
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
武
王
は
〔
病

か
ら
〕
回
復
し
た
。

成
王
が
、
ま
だ
幼
く
し
て
王
位
に
つ
く
と
、
〔
武
王
の
弟
で
、
周

公
の
兄
の
〕
管
叔
及
び
そ
の
兄
弟
が
、
国
内
に
う
わ
さ
を
流
し
て

言
う
に
は
、
「
周
公
は
、
ま
さ
に
幼
帝
に
よ
ろ
し
く
な
い
行
い
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
。
周
公
は
、
そ
こ
で
二
公
に
告
げ
て
「
私

が
も
し
〔
口
□
ロ
ロ
：
管
叔
等
の
流
言
を
避
け
な
け
れ
ば
、
私
は
〕

二
度
と
先
王
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
」

と
言
っ
た
。
周
公
は
〔
そ
う
し
て
〕
東
遷
す
る
こ
と
三
年
、
〔
流
言

し
た
〕
禍
人
全
員
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
に
周
公
が
王
に
詩

を
贈
っ
〔
て
諌
言
し
〕
た
。
〔
そ
の
題
名
を
〕
『
離
騰
』
と
言
う
。

〔
こ
の
時
点
で
は
〕
成
王
も
ま
た
、
ま
だ
周
公
を
〔
東
か
ら
〕
出

迎
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

こ
の
年
の
秋
に
、
〔
穀
物
は
〕
大
い
に
実
っ
た
が
、
〔
そ
れ
ら
を
〕

ま
だ
収
穫
し
な
い
う
ち
に
、
天
は
疾
風
を
吹
か
せ
、
そ
う
し
て
雷

を
起
こ
し
た
の
で
、
稲
は
全
て
低
く
伏
せ
、
大
木
は
全
て
抜
け
て

し
ま
っ
た
。
国
人
は
〔
ロ
ロ
ロ
ロ
：
大
い
に
恐
れ
、
王
口
〕
は
爵

弁
（
赤
黒
い
冠
）
を
か
ぶ
り
〔
降
服
し
〕
、
大
夫
は
模
様
や
飾
り
の
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な
い
格
好
を
し
て
、
そ
う
し
て
金
の
ひ
も
で
封
じ
た
箱
を
開
い
た
。

〔
そ
こ
で
〕
成
王
は
、
周
公
が
自
ら
人
質
と
な
っ
て
武
王
の
身
代

わ
り
と
な
る
こ
と
を
記
し
た
文
書
を
見
い
だ
し
た
。
成
王
が
侍
者

に
質
問
す
れ
ば
、
〔
侍
者
が
そ
れ
に
答
え
て
〕
「
そ
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
周
公
さ
ま
は
、
我
々
に
〔
向
か
っ

て
〕
決
し
て
他
言
し
て
は
な
ら
な
い
と
お
命
じ
に
な
り
ま
し
た
」

と
言
っ
た
。
成
王
は
、
そ
の
祈
り
の
文
書
を
と
っ
て
、
涙
し
て
言

っ
た
。
「
昔
、
周
公
は
王
家
に
苦
労
し
な
が
ら
勤
め
励
ん
だ
が
、
私

の
よ
う
な
小
子
は
、
〔
そ
の
こ
と
を
〕
知
る
に
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、

今
、
皇
天
は
そ
の
威
力
を
働
か
せ
て
、
そ
う
し
て
周
公
の
徳
を
彰

か
に
し
た
の
だ
。
私
小
子
は
、
ま
さ
に
自
ら
周
公
を
お
迎
え
し
、

我
が
国
家
の
礼
も
ま
た
、
周
公
に
適
切
に
〔
行
う
よ
う
に
〕
し
よ

う
」
と
。
成
王
は
、
そ
こ
で
朝
廷
を
出
て
、
周
公
を
迎
え
る
た
め

に
郊
外
に
至
っ
た
。
こ
の
〔
日
の
〕
暮
れ
、
天
は
風
を
反
対
に
吹

か
せ
た
の
で
、
稲
は
尽
く
立
ち
上
が
り
、
総
じ
て
大
木
の
抜
け
る

所
は
、
二
公
が
国
人
に
命
じ
て
、
全
て
再
び
こ
れ
を
元
に
戻
し
、

根
本
を
た
た
き
堅
め
さ
せ
た
。
そ
の
年
は
大
い
に
実
り
が
あ
り
、

秋
に
は
大
い
に
〔
穀
物
を
〕
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

語
注〈

一
〉
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
「
既
克
商
二
年
」
に
作
っ
て
い

る
。
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
も
ま
た
「
克
殷
二
年
」
に
作
る
。

『
尚
書
正
義
』
は
、
文
王
が
天
命
を
受
け
て
十
三
年
目
に
武

王
が
紺
を
伐
ち
、
そ
の
後
す
ぐ
に
元
年
と
称
し
た
の
だ
と
し
、

こ
の
「
二
年
」
を
紺
を
伐
っ
た
翌
年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
と

同
様
に
、
王
粛
も
「
克
殷
明
年
」
と
述
べ
る
。

〈
二
〉
整
理
者
は
、
「
不
捺
」
が
清
華
簡
『
保
訓
』
に
も
見
え
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
「
捺
」
字
は
今
本
『
尚
書
』
金
腔
で
は
「
豫
」

に
作
っ
て
い
る
。
「
巴
」
字
は
、
『
説
文
解
字
』
に
「
遅
、
或

従
巴
」
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
「
遅
」
と
釈
読
す
る
。

〈
三
〉
「
二
公
」
と
は
、
太
公
望
と
召
公
爽
を
示
す
。

〈
四
〉
「
感
」
に
つ
い
て
、
『
説
文
解
字
』
は
「
懺
」
に
作
り
、
「
憂
」

の
意
と
し
て
い
る
。
今
本
『
尚
書
』
金
膝
は
「
戚
」
に
作
っ

て
い
る
。
『
史
記
集
解
』
は
孔
安
国
伝
を
引
い
て
「
近
也
、
未

可
以
死
近
先
王
也
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、
鄭
玄
は
「
憂
」

と
解
し
、
「
未
可
憂
怖
我
先
王
也
」
の
意
と
す
る
。
整
理
者
も

こ
れ
に
従
う
。
一
方
、
磨
名
春

(
B
)
は
「
戚
」
を
「
倣
」

の
仮
借
と
し
、
『
方
言
』
の
「
倣
、
動
也
」
を
引
い
て
「
動
」

の
意
と
し
て
い
る
。
文
脈
上
、
「
動
」
と
す
る
の
が
適
切
と
思

わ
れ
る
。

〈
五
〉
整
理
者
は
、
「
築
土
為
壇
、
除
地
為
渾
」
と
注
す
る
。
ま
た
、

孔
安
国
伝
・
『
説
文
解
字
』
・
『
礼
記
』
祭
法
の
注
に
も
、
同

様
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

〈
六
〉
今
本
『
尚
書
』
金
腕
で
は
、
「
植
璧
乗
珪
」
に
作
っ
て
い
る
。
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『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
「
戴
璧
乗
圭
」
に
作
っ
て
い
る
。

復
旦
大
学
読
書
会

(
I
)

は
、
「
戴
」
が
楚
簡
に
お
い
て
は
多

く
「
冑
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
該
当
字
も
「
戴
」

に
作
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
癖
旭

(
J
)
は
、
段
玉
裁
の
「
載
、

戴
古
通
用
也
。
戴
、
植
二
声
同
之
吟
職
徳
部
…
…
」
な
ど
を

引
い
て
、
「
戴
」
や
「
載
」
は
「
植
」
に
作
り
、
「
置
」
の
意

と
す
べ
き
と
述
べ
る
。
今
は
、
字
形
か
ら
復
旦
大
学
読
書
会

に
従
い
、
「
戴
」
と
釈
読
す
る
。

〈
七
〉
「
告
先
王
」
が
今
本
『
尚
書
』
金
腕
で
は
「
告
大
王
・
王
季
・

文
王
」
、
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
「
告
干
太
王
・
王
季
・

文
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
元
孫
発
」
は
、
今
本
『
尚

書
』
金
膝
で
は
「
元
孫
某
」
と
記
述
さ
れ
、
『
史
記
』
魯
周
公

世
家
で
は
「
元
孫
王
発
」
に
作
っ
て
い
る
。

〈
八
〉
今
本
『
尚
書
』
金
謄
は
「
邁
腐
虐
疾
」
に
作
る
。
『
史
記
』

魯
周
公
世
家
で
は
「
勤
労
阻
疾
」
に
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
『
史
記
集
解
』
は
、
徐
廣
注
を
引
き
「
阻
一
作
滝
」

と
述
べ
る
。
整
理
者
は
、
「
翰
」
字
を
、
音
韻
か
ら
「
選
」
字

に
隷
定
し
、
「
遇
」
の
意
と
す
る
。
ま
た
、
「
違
」
字
に
つ
い

て
は
「
害
」
字
に
隷
定
し
、
『
淮
南
子
』
修
務
の
注
に
従
い
、

「
患
」
の
意
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
虞
」
字
は
、
「
虐
」

字
に
定
め
、
『
説
文
解
字
』
に
依
っ
て
「
虐
」
の
意
と
解
し
て

い
る
。

『
尚
書
』
武
成
に
「
暴
珍
天
物
、
害
虐
蒸
民
」
と
あ
る
。

〈
九
〉
「
母
乃
」
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
檀
弓
に
「
母
乃
不
可
乎
」

と
あ
る
。
ま
た
、
「
備
」
に
つ
い
て
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
膝

で
は
、
「
不
一
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
の
「
不
一
」
に
関
し
て
、
孔

安
国
・
馬
融
は
「
大
」
の
意
と
し
、
鄭
玄
は
「
不
」
の
意
と

す
る
。
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
や
『
白
虎
通
』
で
は
「
備
」
を

「
負
」
に
作
り
、
「
負
子
」
を
「
背
棄
子
民
」
の
意
と
し
て
い

る
。
曾
運
乾
は
『
尚
書
正
読
』
に
お
い
て
、
「
布
絃
」
と
読
み

な
し
、
「
弟
子
助
祭
以
事
鬼
神
者
之
一
役
」
と
釈
読
し
て
い
る
。

米
雁

(
E
)
は
、
音
通
関
係
か
ら
、
「
備
」
字
を
「
不
一
」
字
の

転
じ
た
も
の
と
し
て
、
「
備
子
（
不
一
子
）
」

1
1

「
首
子
」
の
意

と
解
す
る
。

米
雁
の
述
べ
る
と
お
り
、
「
備
」
と
「
不
一
」
と
は
音
通
関
係

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
は
こ
れ
に
従
い
、
「
不
＿
子
」
と
釈

読
し
、
「
天
子
」
の
意
と
解
し
て
お
く
。

〈
1
0
〉
「
元
孫
発
也
」
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
、
「
元
孫
」

と
記
述
さ
れ
、
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
「
王
発
」
に
作
っ

て
い
る
。
語
注
〈
七
〉
を
参
照
。

〈
―
-
〉
孫
星
術
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
で
は
、
「
不
」
を
「
不
一
」

と
し
て
、
「
語
詞
」
と
す
る
。
池
田
末
利
（
『
尚
書
』
、
集
英

社
、
一
九
七
六
年
四
月
）
も
「
も
し
通
解
に
従
え
ば
武
王
は

鬼
神
に
は
事
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
帝
の
命
を
受
け
て
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四
方
を
治
め
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
生
ず
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
一
方
、
『
尚
書
正
義
』
は
、
こ
の
表
現
を
周
公
の
自
称
表

現
と
見
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
周
公
が
自
ら
を
武
王
の
身
代
わ
り
と
す
る
よ

う
先
王
に
請
う
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
文
脈
上
、

周
公
が
武
王
よ
り
、
よ
く
鬼
神
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

身
代
わ
り
と
し
て
の
自
身
の
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
発
言
を

し
て
い
て
も
、
な
ん
ら
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
今
は
『
尚
書
正
義
』
に
従
い
、
「
不
」
の
ま
ま
で
解

釈
す
る
こ
と
と
す
る
。

今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
、
「
是
倭
若
巧
能
」
を
「
予
仁
若

考
能
」
に
作
る
。
「
是
」
に
つ
い
て
、
宋
華
強

(
D
)
は
「
実
」

と
解
し
て
い
る
。
「
年
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
音
通
関
係
か

ら
「
倭
」
字
と
隷
定
し
て
お
り
、
優
れ
た
オ
能
の
意
と
す
る
。

ま
た
「
若
」
に
つ
い
て
は
、
王
引
之
『
経
伝
釈
詞
』
附
録
一

の
「
而
也
」
を
引
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
「
能
」
は
下
接
す
る

と
の
説
も
あ
る
が
、
今
は
整
理
者
に
従
っ
て
お
く
。

二
〉
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
、
「
命
干
帝
廷
…
・
:
」
の
句
の

直
前
は
、
「
予
仁
若
考
能
、
多
材
多
藝
、
能
事
鬼
神
。
乃
元
孫

不
若
旦
多
材
多
藝
、
不
能
事
鬼
神
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
今
本
で
は
「
帝
廷
」
を
「
帝
庭
」
に
、
「
浦
有
四
方
」
を

「
敷
佑
四
方
」
に
作
っ
て
い
る
。
「
博
有
四
方
」
に
関
し
て
は
、

『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
之
什
•
皇
突
に
「
奄
有
四
方
」
と
あ

り
、
大
孟
鼎
に
「
葡
有
四
方
」
と
あ
る
。

〈
一
三
〉
「
督
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
『
説
文
解
宇
』
の
「
哲
即

奇
字
晉
（
晋
）
」
を
引
き
、
「
晋
」
あ
る
い
は
「
進
」
と
解
し

て
い
る
。
一
方
、
復
旦
大
学
読
書
会

(
I
)

は
、
徐
在
国
の

新
察
簡
に
見
え
る
「
督
」
の
解
釈
を
採
り
、
「
厭
」
の
意
と
す

る
。
復
旦
大
学
読
書
会
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
腔
お
よ
び
『
史

記
』
魯
周
公
世
家
と
清
華
簡
と
で
は
、
語
句
の
順
序
が
異
な

る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
こ
こ
で
は
整
理
者
に
従
い
、
「
晋
」
の
意
と
と
る
。

〈
一
四
〉
こ
の
後
に
、
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
次
の
占
卜
の
語

句
が
記
さ
れ
る
。

乃
卜
三
亀
、
一
習
吉
。
啓
篠
見
書
、
乃
井
是
吉
。
公
日

「
体
、
王
其
岡
害
。
予
小
子
新
命
干
三
王
、
惟
永
終
是

図。
i

終
恢
侯
、
能
念
予
一
人
」
。

同
様
の
占
卜
の
句
は
、
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
に
も
見
え
る
。

周
公
已
令
史
策
告
太
王
・
王
季
・
文
王
、
欲
代
武
王
発
、

於
是
乃
即
三
王
而
卜
。
卜
人
皆
日
吉
、
発
書
視
之
、
信

吉
。
周
公
喜
、
開
篠
、
乃
見
書
遇
吉
。
周
公
入
賀
武
王

日
「
王
其
無
害
。
旦
新
受
命
三
王
、
維
長
終
是
図
。
ザ
紘

道
能
念
予
一
人
」
。

〈
一
五
〉
今
本
『
尚
書
』
金
朦
で
は
、
「
社
」
字
を
「
功
」
に
作
っ
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て
い
る
。
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
「
質
」
に
作
る
。
整
理

者
は
「
功
」
に
隷
定
し
、
己
を
身
代
わ
り
と
す
る
意
に
解
す

る
。
一
方
、
米
雁

(
L
)
は
、
「
社
」
を
「
貢
」
の
仮
借
と
し

て
、
先
王
に
貢
品
を
献
ず
る
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

楊
坤

(
G
)
は
、
「
功
」
も
「
質
」
も
「
責
求
之
辞
」
と
解
す

る
。
池
田
末
利
（
『
尚
書
』
訳
注
）
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
朦

の
冊
祝
の
辞
に
「
以
旦
代
某
之
身
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
貢
」
に
作
り
、
己
を
以
て
質
と
為
す
と
と
る
べ
き
と
し
て

い
る
。「

社
」
は
、
「
功
」
「
貢
」
の
両
字
に
釈
読
し
得
る
が
、
語

意
と
し
て
は
、
文
脈
上
、
周
公
が
武
王
の
身
代
わ
り
と
な
る

と
い
う
解
釈
で
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈
一
六
〉
こ
の
句
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
腔
と
『
史
記
』
魯
周
公

世
家
に
は
見
ら
れ
な
い
。

〈
一
七
〉
「
亜
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
就
」
に
隷
定
し
、
『
爾

雅
』
釈
詰
を
引
い
て
「
終
」
の
意
と
解
す
る
。

〈
一
八
〉
今
本
『
尚
書
』
金
膝
・
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
、
「
草

兄
弟
」
を
「
翠
弟
」
に
作
る
。

〈
一
九
〉
第
八
簡
の
上
端
に
四
字
分
の
欠
損
が
あ
る
。
今
本
『
尚

書
』
金
腟
に
は
、
「
弗
辟
我
」
と
あ
る
。
今
本
と
清
華
本
と
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
恐
ら
く
該
当
箇
所
に
は
「
弗
辟
言

我
」
の
四
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

〈二

0
〉
今
本
『
尚
書
』
金
朦
に
は
、
「
居
東
二
年
」
と
あ
る
。
整

理
者
は
、
「
石
」
（
禅
母
鐸
部
）
を
「
宅
」
（
定
母
鐸
部
）
と

隷
定
し
、
『
爾
雅
』
釈
言
の
「
居
也
」
を
引
用
す
る
。
『
史
記
』

魯
周
公
世
家
・
孔
安
国
・
王
粛
ら
は
、
「
居
東
」
を
「
東
征
」

の
意
に
解
し
て
い
る
。
一
方
、
鄭
玄
は
、
周
公
が
管
叔
ら
の

流
言
を
避
け
る
た
め
、
東
に
移
っ
た
意
と
し
て
い
る
。

本
篇
中
で
は
、
こ
の
後
、
成
王
が
自
ら
周
公
を
出
迎
え
に

行
く
ま
で
、
周
公
は
東
に
移
っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
東
征
で
あ
れ
ば
、
東
に
居
続
け
る
必
要
は
な
く
、
こ
こ

で
は
文
脈
上
、
難
を
避
け
る
た
め
に
東
に
移
っ
た
と
解
す
る

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〈
ニ
―
〉
「
過
人
」
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
「
罪
人
」
に
作

っ
て
い
る
。

〈
二
ニ
〉
『
離
鴨
』
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
膝
で
は
『
鴎
鶉
』
に
作

っ
て
い
る
。
『
鴎
臆
』
は
『
詩
経
』
の
幽
風
中
の
一
篇
。
『
詩

経
』
周
頌
•
閃
予
小
子
之
什
•
小
砦
の
「
肇
允
彼
桃
虫
、
捨

飛
維
鳥
」
の
注
に
「
郭
瑛
日
『
鵠
購
、
亡
消
反
、
桃
雀
也
。

俗
名
為
巧
婦
。
鵠
鴎
小
鳥
、
而
生
鵬
鶉
者
也
』
。
陸
機
疏
云
『
今

鵠
競
是
也
。
微
小
於
黄
雀
、
其
鶉
化
而
為
鵬
、
故
俗
語
鯖
競

生
隅
』
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
映
西
通
志
』
の
「
鵠
競
」
の

項
目
に
「
鴎
鶉
」
と
あ
る
。

〈
二
三
〉
「
天
疾
風
以
雷
」
が
、
今
本
『
尚
書
』
金
腟
で
は
「
天
大
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雷
電
以
風
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は

「
暴
風
雷
雨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
〉
今
本
『
尚
書
』
金
謄
で
は
、
「
斯
」
を
「
盛
」
に
作
っ
て

い
る
。
整
理
者
は
「
戚
」
に
つ
い
て
、
「
盛
（
諄
）
」
声
に
従

い
、
そ
の
変
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
今
本
で

は
「
抜
」
に
作
っ
て
お
り
、
整
理
者
は
音
通
関
係
か
ら
、
「
戚
」

を
「
抜
」
と
釈
読
す
る
。

〈
二
五
〉
第
十
簡
の
上
端
に
四
字
分
の
欠
損
が
あ
る
。
今
本
『
尚

書
』
金
謄
で
は
「
大
恐
、
王
与
大
夫
尽
」
に
作
っ
て
い
る
。

整
理
者
は
今
本
を
参
考
に
「
大
恐
、
王
口
」
と
記
さ
れ
て
い

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
「
弁
」
と
は
、
鄭
玄
注
に
「
爵
弁
」

と
あ
る
。
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
で
は
該
当
箇
所
を
「
朝
服
」

に
作
る
。
曾
運
乾
（
『
尚
書
正
読
』
）
は
「
天
子
諸
侯
十
二
而

冠
。
成
王
此
時
年
十
五
、
干
礼
、
已
冠
。
必
爵
弁
者
、
承
天

変
降
服
、
亦
如
国
家
失
道
焉
」
と
述
べ
る
。
「
大
夫
練
」
に
つ

い
て
、
整
理
者
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
五
年
に
「
乗
綬
」

と
あ
り
、
そ
の
杜
預
注
に
「
車
無
文
」
と
あ
る
例
を
あ
げ
る
。

〈
二
六
〉
今
本
『
尚
書
』
金
膝
は
、
「
殴
」
を
「
暗
」
に
作
っ
て
お

り
、
孔
安
国
は
「
恨
辞
」
の
意
と
す
る
。
摩
名
春

(
B
)
は、

「
殴
」
お
よ
び
今
本
の
「
應
」
を
「
抑
」
と
読
み
な
し
、
逆

接
の
接
続
詞
「
而
」
や
「
然
」
「
但
」
と
し
て
解
釈
す
る
。

「
暗
」
に
つ
い
て
は
、
『
経
典
釈
文
』
に
「
馬
融
作
鯰
」
と

あ
り
、
尊
昭
『
国
語
』
楚
語
注
に
「
諮
読
日
抑
」
と
あ
る
。

摩
名
春
に
従
い
、
こ
こ
で
は
「
抑
」
の
意
で
解
す
る
こ
と
と

す
る
。

〈
二
七
〉
整
理
者
は
、
「
捕
」
を
「
布
」
と
隷
定
し
、
『
小
爾
雅
』

広
言
の
「
舒
・
布
、
展
也
」
を
引
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
復

旦
大
学
読
書
会

(
I
)

は
、
今
本
『
尚
書
』
金
膝
が
「
執
」

に
作
っ
て
い
る
こ
と
や
、
「
捕
」
と
「
捕
」
「
把
」
と
が
古
く

は
極
め
て
近
い
音
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
捕
」
あ
る
い
は
「
把
」

に
釈
読
す
る
。
今
は
、
復
旦
大
学
読
書
会
の
説
を
採
る
。
「
湮
」

に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、
音
通
関
係
や
今
本
と
の
比
較
か
ら

「
泣
」
に
隷
定
す
る
。

〈
二
八
〉
整
理
者
は
、
「
店
」
（
定
母
侵
部
）
を
「
沖
」
（
定
母
冬

部
）
と
釈
読
す
る
。

〈
二
九
〉
「
其
」
に
つ
い
て
は
、
『
経
伝
釈
詞
』
第
五
に
「
其
、
猶

将
也
」
と
あ
り
、
「
将
」
の
意
と
釈
す
る
。
今
本
『
尚
書
』
金

腔
で
は
、
「
親
逆
」
を
「
新
逆
」
に
作
っ
て
い
る
。
馬
融
本
に

は
「
親
迎
」
と
あ
る
。

（
三
）
字
句
の
解
釈

本
節
で
は
、
清
華
簡
『
金
膝
』
の
釈
文
中
、

る
重
要
な
語
句
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
る
。

特
に
解
釈
に
関
わ
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I
.

「
力
」
に
つ
い
て
（
第
六
簡
）

整
理
者
は
、
「
力
」
（
来
母
職
部
）
を
「
肺
」
（
端
母
職
部
）
と

釈
読
し
、
「
死
」
の
意
と
す
る
。

一
方
、
楊
坤

(
G
)

は
、
『
説
文
解
字
』
に
「
力
、
筋
也
。
象
人

筋
之
形
、
治
功
日
力
、
能
禦
大
災
」
と
あ
る
こ
と
や
、
『
周
礼
』
夏

官
・
司
動
に
「
治
功
日
力
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
「
力
」
を
「
治

功
」
の
意
と
し
、
本
文
の
内
容
を
「
武
王
者
、
其
病
愈
也
」
と
解

釈
す
る
。

本
篇
に
は
一
貫
し
て
周
公
旦
の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
力
」
字
を
「
陣
」
字
と
読
み
、
武
王
の

死
と
捉
え
る
よ
り
は
、
楊
坤
の
指
摘
す
る
と
お
り
「
力
」
字
を
「
愈

（
癒
）
」
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
語
と
し
て
捉
え
、
該
当
箇

所
の
意
味
を

II

周
公
旦
の
冊
祝
の
辞
に
よ
り
、
武
王
の
病
が
癒
え

た
II

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
楊
坤
の
引
用
す
る
「
治

功
」
と
は
、
『
周
礼
』
で
は
、
も
と
も
と
法
令
を
制
定
し
た
功
績
を

表
す
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
引
用
す
る
こ
と
は
不
自

然
で
あ
る
。

「
直
」
は
「
力
」
と
近
い
音
韻
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
董
同
甑
『
上
古
音
飼
表
稿
』
）
。
そ
の
た
め
、
『
広
雅
』
釈
詰
一

に
「
端
叩
鋪
危
質
敵
公
方
閑
諫
刑
政
貞
幹
集
殷
矢
、
回
叫
＇
」
と
あ

り
、
『
詩
経
』
魏
風
・
碩
鼠
に
「
妥
得
我
直
」
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
直
、

得
其
直
道
。
箋
云
、
直
猶
正
也
」
、
朱
子
『
詩
経
集
伝
』
に
「
直
、

猶
宜
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
は
、
「
力
」
を
「
直
」
と
解
釈

し
、
武
王
の
体
調
が
回
復
し
た
意
と
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

II.

「
逆
」
に
つ
い
て
（
第
九
簡
）

今
本
『
尚
書
』
金
腔
で
は
、
第
九
簡
の
「
王
亦
未
逆
公
」
を
「
王

亦
未
敢
誼
公
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
言

欲
譲
之
、
推
其
恩
親
、
故
未
敢
」
と
述
べ
、
ま
た
孔
安
国
伝
も
「
王

猶
未
悟
、
故
欲
譲
公
而
未
敢
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
従
来
は
多
く
、

せ

「
誼
」
を
「
譲
む
」
の
意
で
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
薙
旭

(
J
)

は
、
今
本
の
「
誼
」
を
「
譲
」
の
意
と
す
る
解
釈
と
、
清

華
簡
の
「
逆
」
を
「
払
逆
」
の
意
と
す
る
解
釈
と
が
合
致
す
る
と

説
く
が
、
陳
剣
（
任
攀
•
程
少
軒
（
整
理
）
：

M
所
収
）
は
、
音
通

関
係
や
字
形
な
ど
か
ら
、
「
逆
」
を
「
迎
」
の
意
と
定
め
て
い
る
。

本
篇
の
第
十
二
簡
に
も
、
「
逆
」
字
が
見
え
る
。
そ
こ
で
は
、
王

が
自
ら
出
向
い
て
周
公
を
迎
え
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
の
「
未
逆
公
」
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
陳
剣
説
を
採
り
、
「
逆
」
を
「
迎
」
の
意
と
解
す
る
こ
と
と
す

る。III.

「
郊
」
に
つ
い
て
（
第
十
三
簡
）

今
本
『
尚
書
』
金
膝
で
は
、
「
部
」
字
を
「
郊
」
字
に
作
っ
て
い

る
。
「
郊
」
に
つ
い
て
、
曾
運
乾
（
『
尚
書
正
読
』
）
は
、
王
が
郊
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外
に
出
て
、
自
ら
周
公
を
迎
え
た
意
と
す
る
。
一
方
、
孫
星
術
（
『
尚

書
今
古
文
注
疏
』
）
は
、
「
郊
」
を
「
郊
祭
」
の
意
と
と
る
。

周
公
が
、
王
家
に
勤
労
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
王
に
諫
言
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
不
遇
な
状
況
（
東
遷
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
災
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

文
脈
上
、
「
郊
」
は
「
郊
外
」
と
と
り
、
王
が
自
ら
周
公
を
東
へ
出

迎
え
に
い
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
清
華
簡
に
お

い
て
は
「
郊
」
字
の
前
に
「
至
」
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か

ら
も
、
「
郊
」
を
「
郊
祭
」
の
意
と
と
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考

え
る
。

二
、
清
華
簡
『
金
膝
』
と
今
本
『
尚
書
』
金
膝
と
の
内
容
に

関
す
る
比
較

本
章
で
は
、
清
華
簡
『
金
謄
』
と
今
本
『
尚
書
』
金
謄
と
を
比

較
し
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
相
違
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
ま

ず
は
、
両
文
献
の
対
照
表
を
次
に
示
す
。

【
対
照
表
】

・
便
宜
上
、
文
献
の
内
容
を
三
つ
の
場
面
に
区
切
り
、
表
記
し
た
。

•
二
重
傍
線
部
は
、
両
文
献
に
お
い
て
、
年
号
の
異
な
る
箇
所
を

示
す
。

•
波
線
部
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
文
献
の
み
に
見
ら
れ
る
箇
所
を

示
す
。

．
傍
線
部
は
、
両
文
献
で
異
な
る
語
句
を
用
い
て
い
る
も
の
の
、

同
義
（
も
し
く
は
近
似
物
を
指
し
て
い
る
）
と
考
え
ら
れ
る
箇

所
を
示
す
。

・
破
線
部
は
、
語
句
の
順
番
の
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
箇
所
を
示
す
。
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次
に
、
両
文
献
に
お
け
る
重
要
な
相
違
点
を
三
点
あ
げ
、
検
討

す
る
。

則
日
「
公
将
不
利
於
襦
子
」
。
周
公
乃
告
二
公
日
将
不
利
於
播
子
」
。
周
公
乃
告
二
公
日
「
我
之
~

「
我
之
ロ
ロ
ロ
ロ
亡
以
復
見
於
先
王
」
。
周
公
芍
辟
、
我
無
以
告
我
先
王
」
。
周
公
~
東
ゴ
国
守
賊

東

ijl、
郷
人
戒
斯
得
。
剥
後
廊
公
乃

IIO
剛
人
斯
得
。
刊
後
、
公
乃
為
詩
以
胎
王
、
名
之
日

日

『

麒

卿

』

。

王

亦

未

迎

公

。

『

闊

卿

』

、

王

亦

未

暇

闘

公

。

羹
、
秋
大
熟
、
未
穫
、
｀
疾
風
以
雷
、
禾
秋
大
熟
、
未
穫
。
天
大
雷
電
以
風

9:

期
慨
、
大
木
斯
抜
。
邦
人
口
□
口
口
弁
、
允
封
砿
[
‘
大
木
斯
抜
。
邦
人
大
恐
、
王
輿
大
夫
壺
弁
、
以
啓

以
啓
金
膝
之
圏
。
四
得
周
公
芯
所
自
以
為
功
災
代
金
謄
之
劃
゜
烈
得
周
公
所
自
以
為
功
、
代
武
王
之

武
王
之
説
。
王
問
執
事
人
、
日
「
信
。
應
、
公
命
説
。
コ
盛
畝
空
加
戊
問
諸
史
輿
百
執
事
、
~
日
「
信
。

我
勿
敢
言
」
。
王
郁
書
以
泣
、
日
「
昔
公
勤
努
王
暗
i

、
公
命
我
勿
敢
言
」
。
王
訳
書
以
泣
、
日
「
裏

家
、
惟
刹
沖
人
娯
弗
及
知
、
今
駆
天
動
威
、
以
網
郷
覆

N
。
昔
公
勤
努
王
家
、
惟
刊
沖
人
弗
及
知
、

公
徳
。
惟
余
沖
人
其
副
逆
盛
‘
我
則
家
證
亦
宜
之
」
。
今
天
動
威
、
以
醐
廊
公
必
徳
。
惟
朕
小
子
其
細
逆
、

王
呪
出
巡
盛
翌
郊
°
魁
外
‘
、
天
反
風
、
禾
斯
起
、
我
國
家
證
亦
宜
之
」
。
王
出
郊
、
天
忍
醒
。
反
風
、

和
大
和
乞
腕
瑚

1

，一ー「公剣邦書
Ai志
g
図
劉
之
。
歳
笈
禾
瞑
面
起
。
ニ
パ
ム
御
鰍
村

Im元
科
痴
飯
、
盛
赳

荀

報

て

扱

則

大

棚

゜

商

劉

之

。

歳

則

大

糾

゜

(
-
）
篇
題
に
つ
い
て

今
本
『
尚
書
』
金
謄
の
序
に
は
「
金
謄
」
の
語
句
が
見
え
（
そ

の
孔
安
国
伝
に
「
遂
以
所
蔵
為
篇
名
」
と
あ
る
）
、
篇
名
を
「
金
謄
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
清
華
簡
『
金
膵
』

で
は
第
十
四
簡
の
背
面
に
「
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
」

と
、
今
本
序
と
異
な
る
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
整
理
者
（
劉
国
忠
）
は
、
本
篇
を
金
膝
篇
の

戦
国
時
代
の
写
本
に
当
た
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
清
華
簡
『
金
謄
』

は
「
金
謄
」
と
い
う
名
称
を
用
い
ず
に
篇
題
と
し
て
お
り
、
恐
ら

く
書
写
者
が
『
尚
書
』
の
序
を
目
に
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
す
る
（
注
2
)
°
確
か
に
、
整
理
者
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
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清
華
本
の
書
写
者
が
今
本
の
序
を
見
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
、
つ

ま
り
清
華
簡
『
金
膝
』
が
今
本
『
尚
書
』
金
膝
序
の
記
さ
れ
る
以

前
、
ま
た
は
流
布
す
る
以
前
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考

え
得
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
、
篇
名
が
追
加

さ
れ
た
、
ま
た
は
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
本
篇
に
は
孔
子
に
よ
っ
て
称
え
ら
れ
た
周
公
旦
の
呪

術
的
・
神
秘
的
な
面
が
一
貫
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
周
公
旦
の
事
績
を
明
確
に
表
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
具
体

的
な
篇
題
が
記
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

現
時
点
で
は
、
ど
ち
ら
の
状
況
が
よ
り
正
確
で
あ
る
か
判
断
し

か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
金
謄
」
と
す
る
よ
り
も
「
周
武
王

有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
」
と
題
す
る
方
が
、
本
篇
の
主
題
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
よ
う
。

（
二
）
占
卜
の
文
句
の
有
無

今
本
中
で
は
、
周
公
の
祈
り
の
言
莱
の
後
に
、
そ
れ
を
先
王
が

受
け
入
れ
た
か
ど
う
か
占
う
文
句
が
続
い
て
い
る
（
注
3
)
。
ま
た
、

同
様
の
占
卜
の
文
句
は
、
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
に
も
見
え
る
（
注
4
)
0

清
華
簡
に
は
、
こ
の
占
卜
に
関
す
る
句
が
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
一
方
で
、
今
本
や
『
史
記
』
で
「
公
帰
、
乃
納
刑
干
金

隙
之
匪
中
」
や
「
周
公
蔵

jl金
腔
匪
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇

所
が
、
「
周
公
乃
納
其
所
為
功
自
以
代
王
之
説
千
金
腔
之
直
」
（
第

五
簡
•
第
六
簡
）
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
周
公
が
武
王

の
身
代
わ
り
と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
趣
旨
は
窺
え
る
。

磨
名
春

(
A
)

や
黄
懐
信

(
H
)
は
、
今
本
『
尚
書
』
金
謄
の

方
が
、
清
華
簡
『
金
膝
』
よ
り
優
れ
て
お
り
、
清
華
本
が
今
本
『
尚

書
』
金
膝
を
節
略
す
る
形
で
、
後
に
成
立
し
た
の
だ
と
い
う
立
場

じ
ん
は
ん

を
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
何
家
興
（
任
攀
整
理
：

N
）

は
、
今
本
『
尚
書
』
金
膝
よ
り
も
、
清
華
本
の
方
が
古
い
と
主
張

す
る
。確

か
に
本
篇
の
前
半
部
分
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、
摩
名
春
や
黄

懐
信
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
清
華
本
の
方
が
文
意
を
崩
さ
な
い
程

度
に
節
略
な
形
へ
と
改
め
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
清
華
本
の
み
に
見
ら
れ
る
文
句
も
僅
か
な
が

ら
存
在
し
、
ま
た
後
半
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
多
少
の
語
句
や

表
現
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
清
華
本
と
今
本
と
は
ほ
ぼ
同
内
容

の
記
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
し
、
清
華
本
が
今
本

を
節
略
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
全
体
的
に
文
を
削
除
し
て
い
て
し
か

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
清
華
本
系
統
『
金
膝
』
の
内
容

を
今
本
系
統
が
補
い
記
述
し
た
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
今
本
と
清
華
本
の
ど
ち
ら

の
「
金
脈
」
が
早
く
成
立
し
た
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

清
華
簡
が
戦
国
中
期
頃
に
書
写
さ
れ
た
竹
簡
だ
と
す
れ
ば
、
本
篇
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以
上
、
本
稿
で
は
、
清
華
簡
『
金
朦
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

お
わ
り
に

の
成
立
は
流
布
す
る
ま
で
の
期
間
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
戦

国
前
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
戦
国
中
期
以
前
に
は
、

「
金
膝
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
写
本
が
成
立
し
、
伝
わ
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
誤
入
説
に
つ
い
て

「
是
歳
也
、
秋
大
熟
…
…
」
（
第
九
簡
）
以
降
の
文
章
に
つ
い
て

は
、
従
来
、
周
公
の
死
後
の
話
と
す
る
説
と
、
生
前
の
記
述
と
し

て
捉
え
る
説
と
の
二
説
が
あ
っ
た
。
孫
星
術
（
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
）

は
、
該
当
箇
所
を
奄
姑
篇
の
逸
文
が
紛
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

周
公
の
死
後
の
出
来
事
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（
注
5
)
o

し
か
し
、
今
回
の
清
華
本
に
は
、
背
面
に
竹
簡
番
号
が
附
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
成
王
が
自
ら
周
公
を
出
迎
え
る
場
面
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
清
華
簡
の
発
見
に
よ
り
、
「
是
歳
也
、
秋
大
熟
…
…
」

以
後
の
記
述
が
、
他
篇
か
ら
の
誤
入
で
は
な
く
―
つ
の
ま
と
ま
り

を
持
っ
た
文
献
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
該
当
箇
所
に

関
す
る
周
公
生
前
説
が
戦
国
時
代
に
は
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
も
明

確
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

今
本
『
尚
書
』
金
朦
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相

違
点
と
従
来
の
説
に
対
す
る
私
見
を
い
く
つ
か
述
べ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
周
公
の
生
死
に
関
す
る
問
題
や
誤
入
説
に
つ
い
て
、
諸

説
紛
々
と
し
て
い
た
解
釈
に
一
定
の
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
本
篇
に
は
、
孔
子
に
称
え
ら
れ
た
周
公
旦
の
呪
術
的
・

神
秘
的
な
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
周
公
顕
彰
の
姿
勢
は
、
篇
題
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。さ

ら
に
、
本
篇
と
儒
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な

推
測
が
可
能
と
な
ろ
う
。
本
篇
の
第
八
簡
に
は
「
•
•
…
•
以
て
復
た

ま
み

先
王
に
見
ゆ
る
こ
と
亡
か
ら
ん
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
れ

は
、
孔
子
の
「
吾
復
た
夢
に
周
公
を
見
ず
」
（
『
論
語
』
述
而
）
と

い
う
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
。
周
公
の
先
王
に
対
す
る
姿
勢
と
、
孔

子
の
周
公
に
対
す
る
姿
勢
と
が
読
者
に
は
重
な
っ
て
見
え
る
と
言

え
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
文
献
は
、
周
公
を
顕
彰
し
、
さ
ら
に
孔

子
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
儒
家
の
中
で
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
成
立
や

伝
承
に
儒
家
自
身
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
今
後
は
、
他
の
清
華
簡
と
も
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
広
い
視
野
か
ら
そ
の
著
作
意
図
に
つ
い
て
追
究
し
て
い
き
た
い
。
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